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な
ど
の
安
全
基
準
に

従
っ
て
正
し
く
造
ら
れ
て
い
れ
ば
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阪
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部
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は
、
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の
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に
よ
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の
小
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を
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の
方
が
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り
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が
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に
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こ
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が
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。自
宅

に
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が
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に
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が
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や
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と
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に
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も
、「
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の
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ク
ポ
イ
ン
ト
」な
ど

を
活
用
し
、適
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な
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持
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理
に
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め
ま
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で
は
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用
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に
面
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問
い
合
わ
せ
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が
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を
持
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て
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場
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ど
の
伝
言
を
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が

で
き
ま
す
。被
災
者
の
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が
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で
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を
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に
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を
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の
向
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を
目
的
と
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て
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的
か
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続
的
な
防

災
活
動
を
行
う
自
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防
災
組
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に
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し
、活
動
に
係
る
経
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の
一
部

を
補
助
し
ま
す
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な
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の
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催
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る
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練
の
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ブロック塀 点検のチェックポイント
　ブロック塀について、以下の項目を点検し、ひとつでも不適合があれば危険な可
能性があるので改善しましょう。まずは外観で1～5をチェックし、ひとつでも不適
合がある場合やわからないことがあれば、専門家に相談しましょう。

□1.塀は高すぎないか
塀の高さは地盤から2.2m以下か

□2.塀は厚さは十分か
塀の厚さは10㎝以上か（塀の高
さが2m超2.2m以下の場合は15
㎝以上）

□3.控え壁はあるか（塀の高さが1.2m
　超の場合）

塀の長さ3.4m以下ごとに、塀の
高さの5分の1以上の突き出した
控え壁があるか

□4.基礎があるか
コンクリートの基礎があるか

□5.塀は健全か
塀に傾き、ひび割れはないか

地
震
で
凶
器
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀 

あ
な
た
の
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は
大
丈
夫
？
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倒
壊
し
た
時
、加
害
者
と
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ら
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た
め
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族
で
安
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全
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の
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に
該
当
す
る
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅
に
対
し
、

無
料
で
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

・昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工 

・在
来
軸
組
工
法
、伝
統
的
工
法
ま
た
は
枠
組
壁
工
法 

・延
べ
床
面
積
の
2
分
の
1
以
上
が
居
住
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る 

　
　
　
　
12
月
28
日（
金
）ま
で
に
窓
口
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開
発
指
導
課

　
　 

今
川 

T
E
L

22-

1
3
3
1

申
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方
法

対
象
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助
対
象

補
助
経
費 地

震
か
ら
大
切
な
命
を
守
ろ
う

地
震
か
ら
大
切
な
命
を
守
ろ
う
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震
か
ら
大
切
な
命
を
守
ろ
う

　平和町に集まる内水を、毎秒７トン排水可能とする土岐川左岸ポンプ場の稼働が始まりました。
電光掲示板には、災害発生時に市からの避難情報などの情報が表示されます。

土岐川左岸ポンプ場の稼働が始まりました
鉄筋

ひび割れ

高さ

厚さ

控え壁

根入れ

□6.塀に鉄筋は入っているか
・塀の中に直径9㎜以上の鉄筋が縦横とも80㎝間隔以下で配筋されており、縦筋は壁頂部

および基礎の横筋に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか
・基礎の根入れの深さは30㎝以上か（塀の高さが1.2m超場合）

▼専門家に相談しましょう

Check!!

（出典：パンフレット「地震からわが家を守ろう」日本建築防災協会）
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　平和町に集まる内水を、毎秒７トン排水可能とする土岐川左岸ポンプ場の稼働が始まりました。
電光掲示板には、災害発生時に市からの避難情報などの情報が表示されます。

土岐川左岸ポンプ場の稼働が始まりました
鉄筋

ひび割れ

高さ

厚さ

控え壁

根入れ

□6.塀に鉄筋は入っているか
・塀の中に直径9㎜以上の鉄筋が縦横とも80㎝間隔以下で配筋されており、縦筋は壁頂部

および基礎の横筋に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか
・基礎の根入れの深さは30㎝以上か（塀の高さが1.2m超場合）

▼専門家に相談しましょう

Check!!

（出典：パンフレット「地震からわが家を守ろう」日本建築防災協会）
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